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第 1日 5足立毘〈本〉

第 1会場(ヨ と共擢〉

E午前) (9 U寺よワ)

A 1-10は日本測地学会プログラム参照

A 11.石井久(純度観 JJY 
12.切田正j乙村上法!jia( /! ): P.Z.T. 

13. 高木重次( " ) :水沢 P.Z.T.により求め

分

F
3
 

ついて・・笛..~ . . .. '" .. .. .. ..・ 6 ・・・・ e ・6 ・・・・・.............................. ......・・・・・・10

14.潟水虫次( /! ):水沢 P.Z.T.観測より求めた極軌道について“‘・画面・・・・ 5
( " ) :コンパレーダー用パイセクト装涯の試作について 6 ・・ e ・盲 5

り)

16.高木重次多角田忠一( " ): ;水沢 P.Z.T.E立の赤経誤差について・・・・・・・・ 5
17. 須Jll 力( " ) : Chandler J出場と地球調汐のi謁保について ・・・・・ー......15 

18.服部忠理 ( 11 ) :単1主計算機による極運動解Hr・・‘........ ...... ....・・・・10

19. 角田J皆、一( " ):マントノレ内の magnetictorque 
ついて......・・...........‘.. ............... ......... 5 .  ...，......‘・・・・・・ 6 ・・・・・・・・10

20.関口rr霊塔(東京天文台):地球の被状接とタト套部との結合について(IIl)'. .・・・・・・・ 6

21.控Jjf[ 殺，北郷捜部(低土地理!実):人工構星を利用する太平洋地域iこ渋げる

iWH主総連結計画・・・・・・・・・・・・・・・艦・・ g ・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a ・・・・・ 7 

22.坪JII家桓 ( 11 );:光電的タイミング装置をもっ人工構星追跡カメラについて・ .10

23.飯島重孝，藤原清F 沼井照夫，原 孝(東京天文台):長波受信・による

国際j司法数比較 (1) ・・・・・・・・ 6 ・‘・・・・・・・・・・ e ・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・ 4 ・・・・・12
24.諮問光一，河野昇(東大理，東京天文台):東京天文台新設のメーザ一望

原子時計について・・・ー・・・・・・・ー・ 6 ・ー・ーー・・.....・・・・・・..・・・・・・・............・香・・・10

25.銭高1ft孝， I詩的清市(東京天文台): 

26. J免i宅近久，藤井繁 ( I! ) : 

27. 広溺秀雄，内田正男 ( 11 ) :人工締盟の問時故寵器潤むよる溺諮問題・・・・10
28. 広瀬秀段( /! ) :人工南里による測地法の髄略化について・・・・・・・・・・・・・・10

第 1 El 5 月 11 白 (フド〉

第 2会 場

〔午前) C 91守より〉

:電波干渉討に使用するアンテナ系について・・ 7

If ): 21cm 
について.........・ e ・・・・・ e・・‘・ e ・・・・・・・・・ s ・・・・・ e ・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・ 5 

3.蹄 鉄丸 SJ~念幸雄(電波研究所): 1959年7月の異常現象について

Cunusual solar-terrestrIal events) ・・・・・・・・‘・ e ・・・・・・・・・・・‘・ー・‘・・..・・・・ g ・.10
4 問中春夫〈名大空電器究所〉::太鵠電設S成分の干渉計による毅誤tl....‘・ e ・・・・世・・10
5. 問中審夫( 11 ):マイクロ波帯の太鵠建設パースト ・0 ‘..・・・ e ‘・・・・・・10
6. 間中利一郎(新潟大学):s成分のメカニズムについて・・・・・・・・・・・・・‘・・・ 6 ・・・‘・・10



7.部沼正二(京大理):立型パーストの発生機講についてー・・‘・・・・・..‘・‘..........5 

8.高倉達雄〈東京天文台):太陽の y瀦パーストとマイクロパースト・・ー・・会 e・6 ・・・・・10

9. tJ手羽盟、苛( " ):電車産ガス』こ関する Rayleigh-J eansの公式と続決

招互関の散乱電波について・........"・‘.........."ー..ー・・・・・‘......"......・“10

10.守山史生 ( 11 ):熱縞封電波に対する吸収捺数について・・・・・・・・・・・・・ 6 ・・10

{午後J (1時より)

Bll.大域義名，浜名茂男，矢も昭一〈東京天文台):electronic isophotometer 

によるフレアーの;認定について・ 6 ・・・・・・・・・・・・・・・ e ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・10
12.長沢進午，清水一郎，宮沢正英 ( 11 ): 1960年 11丹 15日の1ll十

フレアーについて・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e ・・・・・・・・・ e ・e潅・・10

13. 積回寿久，鈴木利和，水塩和夫 ( 11 ) :フレアーの重要度について e ・・・・・ 7

14.清水一郎，聖子島幸雄，中込慶光( " ): l) ;;j"・フィルタ-~こよる議
輝総コロナ観測‘・....・‘・・・・・・“・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 ・・盈・・・・・・・・・・ 7 

15.長沢進午 ( 11 ) :緑輝線コロナと黒点、の関捺・・・・・・1...........・・・・・・・・10

16.斉藤盛治，山下泰正(東京天文台，東大理):1958年 10月 12自の皆既

日金における太揚コロナの輝度と鑓光・・・・・・・・・‘ー・・・・・・・・・............・・・・・10
17. 日江井栄二郎〈東京天文台〉:;彩!留の連続スベクトル〈狂〉・・冶・・・・ s ・・・・・・・・・・・・・・ 7
18. 末元善三郎( " ):彰腐の堵造・".""".........‘・・・・・・・・・・・・ー........・・・・ a ・10

19.神野光男〈京大理):彩j函に於ける水素高準位の熱平衡からの偏侍・・・・・・・・・・・・・・10

20. )lJ口市部〈花山天文台):スピキューノレの運動について・・....・・・・・・・・・・ a ・・・・・・・ 7

21.内密 豊〈東大理):轄射損失を考悲した衝撃設による太陽スピキュールの説明・・ 7

22.小平桂一( " )::太鴇黒点のプライトリングのモデル...・・・・・・・・ e ・・...ー・・・・ 5

誌 牧田 賀〈東京天文台〕::太陽芸王者、のそデノレ ・・・・・・・・・・・ー・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

第 2a 5男 12毘(金〉

〔午前J (9時より〉

C 1.関口恵帯，摂道文子(東京天文台〉:;模援月面図との比較による丹福地%分
布の研究........................ ............ ...・・・・・・.....'"・・・・・・・・・・・10

2.熊苓i賢一，花関数郎〈京大理):月面の暗所より来る太楊反射光について・・・・・・・・10
3. 宮本正太郎〈花山天文台):火星福地形の気象学的統究・・・・・・・・・ 8 ・・・・・・・・・・・ R ・・15
4. 服部 w 路( " ):火!i表部の湿度について ............・・・ e ・・・・・・・・・・・・ 7
5.松浦茂，岩田稔，足立!鼓，木村三郎，今)I1文彦(大阪工業試験場，

京大理):試作スター・ トラッカーについて・......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
6.大沢清輝，末元善三部，石田五郎，清水実，近藤雅之〈東京天文台): 

74 111反射望遠鏡のハルトマン検査・・・.................................・・15

7.古娼正秋. I奇矯千恵、 ( 11 ):パロマー写真夫関より求めた鹿野の色指数・・ 7
8.今)11文彦，清水重量，高郡和智〈京大理):特にA型以降の程塁の二次元分類

について・・・・・・・・・・‘・ 6 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....・・・・・ e・・ 7 

9香藤田良雄〈ドミニオン天文台):りょうけん~Y盤のスペクトんについて・・・ .....10

10. 藤田長雄 ( 11 ): M， S， C塁塁の比較研究 ・・・ 6 ・・・・・・・ e・・・・・・・・・・10

11. 上条文夫〈東大理):NEAC 1103による分光写真;乾板整約・..・・・・・・・ e ・・・・・昏・・・ 5



〔午後ユ ( 1 時より)

C12. 性践立(東北大理):12DD Lacの長選期変主!とについて........"...・ e ・・・・・・・・・・・ 5
13. }II部出作(防鋳技部f):31 Cygni K 患の大気について・ 6

14. ~J、容智一(京大理): Be ID.大う誌のひろがりと電子議度 ‘・ g ・・・ g ・・・・・・・・・“・・ a ・・・ 7

15. 上条文夫(東大型I!):長選期変光阜の大気(1ll)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・‘ 6 ・5 

lG‘ 斉藤三郎(京大理):金属元素の存在最と吸収線強度・・・・・・・血・ e ・・・・・・・ e ・・‘・・・ 7
17. 竹内 峯(東北大理):非断熱i振動 ・・・・・・・・・・・・・*・・・・・・・・・・・・・金.， .・・‘・・・・・・・・ 6 

18. 海野和三郎〈東大理):対話til品のスベクトル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 ・・・・・・・・・・・・・・10

19. 与野和三郎，加藤正二(東大理):対流J?dからの音の発生(重力の彰響に

ついて).....・・・・・・・・ 6 ・・・・・・・・・・ e・・・‘・・ e ・ー...“・ e ・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・‘10
20.下小田博一(愛知学芸大):天体物理学に於ける i~L流及び磁気乱流について

(工)・・........‘・・・・・・・・・ g ・・・・・‘・・・ー............ ....".. ..........ー・・・・ 6 ・・・・・10

21.下小田博一( " ) :天体物理学に於げる言L流及び磁気遣し流について

〈立〉 ・‘..“・ e・・・・ z・・・・・・・・“・ e・・・・・・・・・・・・ 6 ・・・・・・・・・・・・ a・・・・毎・・・・・・・‘10
22省 大崎 議(京大理).惑星i夫箆雲内熱平替きについて・・・・・・・“・ s ・‘・・・・・・・・・・・・・・・ 7
23. 大暗 殺( " ):~崇:鋭機放出による冷却凝縮について〈立〉・・................ 7 

24. 上杉 E!昆 山口七郎( 1/ ):白色殺患のモデル大気について(lV)・・・・・・・・・・・・ 5

25.林 正男(東大理):重力収縮過悲の壁のそデノレ・...........・ e ・・・・・・........ー・・・ 5

第 3毘 5湾 13日〈土〉

C午前J (91時よ号)

D 1.黒沼栄一(山形大型):クロック・パラドックスの解決で明らかにされた 3
つの重要な事実・・・....・・・・・・・・・・ー・・・‘・........ .."・・ 6 ・・・・・・・....."....・・・10

2. 黒沼栄一( I! ) :時空の計量的考察にもとずく宇街進化論・ 6 ・e ・・・・・・・・・・・・10
3. 松本一格:暦の法貝11と完全穏による現行麿の改革・・・・・・ー..................."....・・・・・10

4. 中野主将，安田春雄， 寿男(東京天文台):ゴーチ

製剤・・・..............."・・・・・‘・・・・.‘・・・・ー.，・".........・・..・・・・・・・・・・・・・・ e ・・・・・・10

5.下深浅 ( 11 ):八丈島金環日

&竹内総夫( " ):小惑星 (279)Thuleの長周期摂i踏め数古韻'ilillsま; ......10 
7.宮原 立〈水路部):平総I立近接の力学方恕式の捺準芸2・・ 6 ・・・・・瞳倶飯......、...."・・・・10
8.遜土 晃 ( 11 ):ケフェイドによる会j;!持系の大きさにつし、て〈立).....“・・・・・10
9. 安田審議(東京天文台):銀河系の力の成分 Kzについて・・・・・・・・・‘・・・・ e ・・・・ e ・・10
10. 高槻和智(京大理):準培農の運動(工〉・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・‘・・................5 
11. 江本:誌治 ( 11 ):恒星の銀河軌道について・・・‘・・・・・・・・・ g ・・ー..."."........・・10

12.菊池定衛門(東北大):翠j習の拡散又は凝集速攻色守える箆単な公式について・・・・10
13. 大脇臨時~ (水路部):球状壁間のタト@.(II)'・e ・・・・‘・“・・・・・・"....y.......“・ー・・・・10

14.藤井光協(東北大理):鶴湾系の腕の樹向性モデル・・..・・・・・・・..."...........昏，・・10

C午後) (1時半より〉

シンポジウム




